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序にかえて

国文学研究資料館が設立されたのは昭和47年5月で，本年は創立後十年に相当する。この機会に

何か記念になることをしようではないかと，かねてより話合われていたが，計画が具体的になった

のは今年の4月からであった。このささやかな記念冊子の刊行はその一つである。

十年とは一つの区切り，ここにおいて過去を振り返り，将来の指針とすることは，意義あること

というべきであろう。ことに当館の設立は国文学研究者の総意に基づき，その結集しての要望が各

方面の人々の絶大なる協力を得て実現したものであって，その設立までの経緯は銘記すべきである。

また設立後の活動も，もとより館員を軸としてであるが，多くの人々の支援によって進められて来

たものである。それは，何分にも新しい仕事であり，かつ関聯する面が多岐にわたるため，種々な

点でいわば試行錯誤を重ねざるを得ないこともあった。その過程を記録にとどめておくのは必要な

ことであると思う。

幸に，創設に関与された方々，設立後の当館の活動に何かと御援助いただいた方々，当館をあた

たかく見守って下さっている方々，旧職員の方々など多数の御寄稿を得，座談会や市古前館長への

インタビューを含めて，充実した内容になったことは感謝の至りである。急な御依頼にもかかわら

ず，玉稿をお寄せいただき，また座談会に御出席下さった方々に，あつく御礼申し上げる。

当館の活動の現状は，「事業活動の歩み」や「資料」などを御参照いただきたいが，概略以下のご

とくである。まず文献の調査・収集・整理・保存・閲覧。原則として江戸時代末までの国文学関係

の文献を，公私の所蔵者各位の好意により，多数の文献資料調査員の協力を得て調査し，これを主

としてマイクロフィルムによって収集，整理して長く保存の道を講ずるとともに，昭和52年7月の

開館以降，原資料所蔵者の許諾を得たものは，ポジフィルムまたは紙焼写真で研究者一般の閲覧に

供し，複写サービスに応じている。毎年『マイクロ資料目録」を刊行，現在，調査は10万点を越え，

収集は5万点に達した。近時，海外に存するこれら文献の収集にも着手している。

次に研究情報の収集・整理・保存・閲覧。雑誌・紀要の類に発表される論文や単行本などの研究

情報を一年単位で整理編集し，「国文学年鑑』として刊行している。単行本を数多く備えることはで

きないが，雑誌・紀要類の収集に努め，これは公私機関の協力を得て漸次充実し，昭和57年刊『年

鑑｣採録の55年度論文約6,000,その収載誌は月刊誌も1点と数えて約800点，そのうちの約770点を

所蔵するに至った。これらは閲覧や複写サービスによって多くの人々の研究に寄与している。

電算機の当館への搬入は昭和52年12月末であった。もとよりそれ以前より研究を重ねていたので

あるが，比較的短日月でシステムの開発が行なわれ，前記「マイクロ資料目録」や「和古書目録』

などの作成に利用しているほか，資料管理システムも運行している。目下，研究情報も着々と入力

中であり，蓄積されたデータベースによってやがてオンライン検索が可能となるはずである。その

他，国文学研究のために電算機がいかに利用できるかをさまざまな面で検討中である。



海外の日本文学研究者と交流をはかることも当初から考えられていた。昭和52年度より外国人研

究員を毎年1名迎え，また同年秋より国際日本文学研究集会を開催している。国際交流基金や日本

学術振興会のフェローの受入れもしだいに増え，当館の存在は海外でかなり知られて来た。ついで

ながら，公開講演会を定期的に催しており，開館前は都内各所で，開館後は館内において展示も併

せて行なっている。近年，東京以外でも開催することにし，ひろく国文学の普及に努めている。

以上，主として当館の研究者一般へのサービス業務について述べた。文化遺産の保存とその活用

が当館の大きな目的であるから，これは大切な仕事である。もとよりこれらの活動はその基礎に研

究を必要とするが，一方，当館は研究機関であり，研究者は各自専攻の分野での研究にも従事して

いる。大学院教育への協力，内地研究員などの受入れは，この面での働きである。館員と外部の研

究者との共同研究は，これまで解題研究に成果を挙げ，目下，適当と考え得る他のテーマをも取り

上げつつある。

史料館においては，昭和22年以降，近世の史料(文書・記録)を中心に収集し，現在約50万点を所

蔵している。これらを整理して『所蔵史料目録」を逐次刊行中であり，また研究者の閲覧に供して

いる。所蔵重要史料の翻刻刊行，全国各地に散在する近世史料の所在調査，各種機関で編集した目

録の収集（現在, 1,500タイトル・3,000冊）などもその事業であり，また近世史料の古文書学的研

究を続けている。昭和27年より近世史料取扱講習会を毎年催して，この方面の知識技能の啓発普及

に努めて来た。

十年の歩みの結果は以上の通りである。たまたま本年4月に市古前館長のあとを承けた者として，

これらを継続して一層の発展をはかってゆきたいと念じている。もとより，「座談会｣その他でも触

れられているように，さらになすべきことや検討すべき問題点も多々存する。当館の活動はひろく

研究者一般のためのものでなければならない，という基本方針を堅持して，住することなく前進し

てゆこうと思う。今後ともかわらぬ御支援をお願いする次第である。

筆末ながら，本冊子に御協力賜った方々に重ねて御礼申し上げ，また短時日にこれをまとめ上げ

た編集委員会（委員長福田秀一教授）の諸氏，資料を整理して執筆に当った館員一同の努力に感

謝の意を表する。

昭和57年9月

国文学研究資料館長

小山弘志
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